
各
戸
配
布
・
綴
っ
て
保
存
し
ま
し
1
つ
。

9月の人口のうごき

ヅドレ6ろ 男ろろ 貨ろ0
万口 19 μ5 ”14

私人 1ろ5 ／／59 ／／Z6

転出 1ろ9 ／／Zろ／／砧

↓ふリt・　j：．゛1－j 9．069

入バ46，981
男22汐41
に24，040

　
　
　
　
　
　
　

｀
j
‘
｀
ａ犬ゾ罫
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災
害
を
受
け
た
方
は

税
金
が
減
免
さ
れ
る

申
誦
は
十
月
末
ま
で
に

　

’
‐
。
こ
″
‘
．
I
‘
J
J
一
。
″
。
、
”
、
―
こ

　

一
‘
ま
7
‐
‥
〃
J
’
：
「
ま
ブ
〃
’
。
‘
…
…
ふ
‘

と
て
ヤ
ノ
二
三
ゾ
け
ら
た
た
几

は
価
べ
税
こ
り
～
ご
れ
ろ
｛

典
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
Λ
の

よ
う
だ
I
に
該
⊇
ご
れ
る
方

は
十
‐
一
犬
ま
て
に
税
り
測
へ

心
語
I
を
パ
し
て
下
さ
レ
。

　

災
』
‥
減
免
以
で
牧
済
か
こ
・
受

け
る
陽
今
は
、
住
宅
や
家
財

に
。
低
恪
の
小
分
け
上
拍
宍
を

受
け
た
と
き
、
た
と
え
ば
所

j
。
’
、
。
。
’
j
j
阿
J
．
か
f
y
F
．
j
一
‥
1
7
”

1
び
‘
L
”
f
r
し
I
y
j
’
ま
。
ノ
’
ま
’
I
I
’

下
の
人
は
・
税
I
が
全
額
痢
除

に
な
り
、
納
め
た
分
I
心
さ

れ
ま
す
（
ベ
ナ
カ
円
レ
下
税

’
・
‘
’
一
に
‥
に
に
．
J
．
、
’
！
こ
’
ド
’
‐
バ
ド
ペ

で
。
イ
’
i
’
む
！
こ
”
’
！
‐
1
″

ド
円
ま
～
の
I
と
と
り
さ
す
）

方
｛
に
ぐ
ら
心
I
犬
て
・
に
し
ツ
ざ
受

け
る
け
柚
控
賢
か
ふ
り
ま
す

　

’
｝
し
こ
I
！
．
h
t
ぶ
’
ｙ
わ
μ
ン
石
火

　
　

‘
f
4
！
i
I
イ
・
r
”
‐
メ
z
r
y
リ
‘
”
ま
I
／
；

I
や
応
作
シ
ー
じ
｛
け
た
渦
几
、

て
？
’
j
．
こ
卜
‘
゛
卜
り
？
’
r
．
丿
y
、
｀
’

ぴ
／
。
J
／
’
゛
□
い
ソ
り
’
ン
f
ｕ
l

て
り
い
ｙ
す
ら
力
衣
て
す
が
、

’
一
八
ら
の
I
し
ト
’
】
と
よ
腕

片
一
ｙ
て
お
八
～
‰
T
さ
ト
。

た
グ
ゲ
ブ
叶
し
・
て
I
恥
祀
～
ご
石
。
の

お
～
に
に
㈲
い
づ
～
七
考
え

て
お
り
方
す
の
。
”
ま
。
、
・
‘
J
‘
‐
‐
し
ト

こ
と
に
に
こ
り
μ
り
勺
へ
乱
川

恥
p
、
‐
、
a
、
Q
’

ま
ぶ
I
1
’
j
F
｀

追
加
更
正
予
算

九
、
三
五
七
千
円
な
ど

第ろ7回

定例市議会

　

I
三
T
ダ
ニ
フ
ー
ソ
ゾ
。
ま
≒
・
ｔ
一

に
九
ワ
ニ
∴
‥
‥
か
ら
三
日
門
下

片
出
・
‐
ツ
［
で
叩
］
か
れ
、
I
し
ま
い

ぷ
一
い
い
費
の
迫
二
子
算
だ
と
八

貳
y
に
つ
ま
い
て
慎
重
に
筆
政

さ
れ
。
次
の
よ
う
に
き
め
ら

れ
ま
し
た
。

議案第59号

消
防
施
設
の
整
備
に

三
百
万
円
借
入
れ

　

全
川
心
・
町
物
件
災
害

共
済
会
よ
り
借
入
れ
I

年
間
衣
置
き
、
昭
和
三
十
八

年
九
川
十
日
ま
で
T
二
川
元

剔
り
男
償
泣
て
返
済
し
ま
す

号6
1
第

案議

災
害
の
復
旧
に

九
六
九
万
円
な
ど

　

迫
㈲
予
算
の
総
額
は

‐
額
分
ぱ
一
、
六
六

六
‐
目
で
、
こ
の
う
ち
災
害

復
削
の
た
め
九
、
六
九
七
千

ト
、
水
に
費
二
七
二
・
二
千

ヅ
‥
教
育
費
コ
ー
七
・
五
千

円
、
社
会
労
働
旭
設
費
九
〇

千
円
、
保
健
衛
生
費
二
八
五

千
一
べ
農
業
委
員
会
費
一
二

六
千
円
、
農
場
費
一
、
〇
九

九
千
円
、
林
道
事
業
費
八
五

し
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
赤
字
補
頃
金
と
し
て

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

た
二
、
三
〇
九
千
円
か
三
十

三
年
度
決
算
で
赤
字
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
の
で
減
額
更
正

さ
八
、
差
引
九
、
三
五
七
千

円
か
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

議案第65号

教
育
委
員
に

山
川
晋
氏

　

市
教
育
委
員
松
田
m

　
　
郎
氏
の
任
期
が
終
り

ま
し
た
の
で
、
後
任
と
し
て

山
川
晋
氏

　

（
4
6
歳
、
柿
ｔ
島
）
が
任
命

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

晩剽案
議

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
改
選

　

玉
村
正
弥
委
員
の
任

期
が
満
了
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
新
し
く
三
浦
宗
一

郎
氏
（
神
明
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

常
任
委
員
の
改
選

都
市
計
面
委
員
も

　

市
議
会
の
会
派
が
こ
ん
ど

三
会
派
｛
裏
面
参
照
｝
に
な

つ
だ
の
を
機
会
に
、
常
任
委

員
を
次
の
よ
う
に
改
送
し
て

今
後
の
運
営
に
当
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
○
印
委
員
長

　

総
務
委
員
会

・
・
野
尻
源
林
達
也

南
部
小
右
衛
門
松
田
庄
一

高
田
新
左
衛
門
杉
川
三
助

ま
ぶ
葎
哲
治
郎
高
場
へ
吉

　

産
業
経
済
委
員
会

ゲ
安
川
高
三
尾
崎
真
一

松
田
京
松
出
村
広
告

安
間
政
雄
稲
津
忠
・
ド
衛
門

中
山
利
夫

　

建
設
委
貝
会

ブ
多
田
忠
直
中
川
雨

石
田
政
治
帰
山
静

安
土
義
雄
四
方
憲
二

山
本
武

　

教
育
民
生
委
員

○
常
見
茂
高
田
市
夕
衛
門

兼
井
昏
一
左
衛
門
面
屋
重
雄

砂
子
貞
否
近
藤
7
右
衛
門

大
下
吉
夫
土
屋
栄

　

都
市
計
画
委
員

野
尻
源
高
田
新
左
衛
門

四
方
憲
二
高
田
市
左
衛
門

近
藤
又
右
茫
門

こ
ん
と

「
取
越
苦
I
一

「
七
二
七
’
こ
消
～
に
署
で
す

　

か
、
今
あ
が
つ
て
ま
い
い
る

　

で
ご
ロ
ン
マ
か
・
億
ま
い
て

　

る
と
て
于
か
ら
御
こ
配

　

た
く
」

駅東区Uまllj整理計画自駅
東

区
画整
理

事
業
を
推
進

委
員
長
に

山
本
武
氏
な
ど

　

か
ね
て
旧
蹟
中
の
駅
東
区

川
－
：
■
■
－
。
－
＞
’
i
t
．
茉
も
認
可
に
な
り

い
よ
い
よ
こ
の
事
ぶ
。
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
印
三
十
七

年
ま
で
の
五
ヵ
年
間
に
完
成

す
る
計
画
で
、
そ
の
所
要
経

費
は
四
一
、
い
ハ
）
〇
千
円
、

こ
の
経
費
は
保
沼
地
を
処
分

し
た
費
川
、
起
債
、
公
共
地

造
成
の
岫
償
金
、
そ
の
他
す

べ
て
こ
の
事
筆
に
ょ
っ
て
得

る
財
渕
フ
ヅ
2
7
」
に
な
っ

て
ト
ま
す
。

　

言
喊
内
に
べ
り
直
ご
ヅ
ー

金
沢
線
（
幅
十
六
m
）
が
中

央
を
通
り
、
公
ぶ
三
ヵ
所
が

出
来
る
ほ
か
、
図
の
よ
う
に

水
路
や
応
路
が
ま
祭
理
さ
れ
、

大
野
駅
ま
を
中
心
と
し
た
将
来

の
犬
野
巾
の
允
展
が
予
測
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
事
業
が
完
了
す

る
ま
て
ぱ
、
計
圃
区
内
の
・
を

籍
の
～
λ
庖
の
’
一
と
が
ら
に

つ
い
て
ぱ
必
ず
事
前
に
市
民

に
届
け
て
下
さ
い
。

1
図
画
祭
司
小
柴
を
行
う
の

　

に
障
出
と
な
る
土
地
の
形

　

質
（
地
目
、
地
形
）
を
変

　

更
す
る
場
合

2
建
物
や
そ
の
他
の
工
作
物

　

を
新
築
し
た
り
増
改
堕
す

　

る
場
合

な
お
、
こ
の
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
区
画
格
理
事
業
の

審
議
委
目
と
し
て
九
月
十
四

日
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。松
原
反
亥
低
門

木
瀬
奥
右
衛
門

石
山
登

長
谷
川
新
兵
衛

広
島
庄
松

佐
藤
紅
ま
冶

辿
藤
先

田
中
新
則

学
識
経
験
者
よ
り

山
氷
武

近
藤
ス
右
徐
門

農繁期．行楽期の防犯 戸
締
り
へ
心
の
錠
を

も
う
一
つ

　

猫
の
手
も
借
り
た
ト
農
繁

期
、
ま
た
楽
し
い
行
楽
の
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
犯

罪
は
年
が
ら
年
中
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
発
咀
し
ま
す

特
に
秋
の
農
繁
期
は

一
家
総
出
で
田
や
帛

え
出
る
た
め
留
守
の

家
が
多
く
な
り
、
ま

た
行
楽
季
節
の
た
め

に
心
に
ゅ
る
今

き
て
戸
締
ま
り
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
た
め

そ
の
す
き
に
あ
き
す

・
i
’
－
J
び
込
L
ぺ
、
押
売
ド

犯
な
ど
が
多
く
今
I

す
る
こ
と
が
予
赳
さ

れ
ま
す
●
し
か
し
・
一
れ
ら
犯

罪
は
ち
よ
っ
と
し
た
註
八
に

よ
っ
て
防
げ
る
の
で
す
か
ら

常
に
注
意
を
E
ら
ぬ
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

赤
谷
橋
架
替
完
成

市
で
は
三
番
目
の
一
水
久
橋

　

上
打
改
の
中
村
と
中
ぶ
ぷ

落
の
問
を
流
れ
る
赤
谷
川
に

鉄
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
噴
（
総

工
費
五
十
八
ま
万
円
、
延
ニ
十

円
‘
I
ト
大
幅
三
●
六
j

l
ト
し
）
が
こ
の
’
は
ど
完
戌

し
ま
し
た
。

　

拍
巾
で
は
こ
れ
て
、
上
荒

井
僑
、
討
ぐ
轜
に
次
で
三
珊

目
の
氷
本
橋
と
乍
り
ま
し
た

1
1
の
喚
に
ぱ
、
ミ
’
マ
タ
の

約
‐
八
｛
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山

昧
資
源
が
あ
り
、
林
産
物
の

搬
出
に
‥
以
も
重
要
な
巾
泊
で

ふ
り
ま
す
。

　

（
づ
真
は
完
成
し
た
方
言
鴎

国
鉄
大
野
駅
工
事

明
春
二
月
完
成

　

五
～
～
に
の
渋
‥
望
入
し
ト

拓
美
北
線
の
よ
事
に
そ
の
I
汲

噸
馴
に
淮
み
、
綻
路
の
卿
淑

も
既
に
占
街
恂
に
7
り
、
雨

の
表
か
一
閃
と
も
エ
う
べ
き
犬

ド
ン
不
八
に
■
■
■
’
＞
－
工
の
迦
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

‘
一
に
T
乱
y
は
パ
ー
ー
。
パ
。
完

了
い
J
汗
て
、
門
‐
こ
叫
に
に

九
I
一
（
瞳
物
な
ど
）
も
盾
コ

十
‐
刈
に
に
隔
寸
？
友
湖
間
の

泄
虹
作
ぶ
・
ノ
を
』
め
る
予
足
と

な
ヅ
て
お
り
ま
す
。

きらめく水銀灯
こ
。
・
・
こ
の
ほ
ど
六
間
大
通
り

に
水
銀
灯
十
怯
が
と
も
・
り
ま

し
た
。
き
ら
め
く
水
銭
灯
と

ま
た
た
く
ネ
オ
ン
の

光
の
交
錯
が
、
行
き

交
う
人
々
の
胸
の
巾

に
、
四
季
折
々
そ
れ

そ
れ
の
情
拡
を
送
り

・
叉
、
又
歓
人
の
目

を
馮
し
ま
せ
る
。
大

野
祁
『
の
一
つ
と
も

’
＜
。
（
＞
＾
＼
■
I
し
・
＾
＜
・
。
－
＞
”

上
…
…
｛
1
1
・
。
に
‥
い
’
も
ぶ
い
J
J
y
一
’
ぺ
‘
へ
・
。
｝
一

野
が
繁
’
■
’
＞
■
＊
’
－
（
－
’
”
”
。

。
s
ン
ボ
ル
の
よ

・
≒
’
ニ
し
『
セ
ン
と
輝
い
て
い

ぞ
非
常
電
話
は
一
一
〇
番

査
定
を
終
っ
た

市
内
の
復
旧

西
五
箇
橋
近
く
完
成

　

水
害
の
：
－
X
旧
は
そ
の
・
嶮
、
急

ピ
ッ
モ
で
進
め
ら
・
八
侑
9

仙
で
行
う
も
の
に
つ
い
て
は

既
に
終
っ
た
も
の
七
力
叫
の

ほ
か
逐
次
着
工
の
予
定
で
す

が
、
国
の
行
う
事
茉
が
犬
ご

分
で
そ
の
大
宝
を
急
い
で
お

り
、
こ
の
た
宅
資
糾
、
設
計

書
な
ど
ら
作
製
に
巾
の
職
員

は
毎
日
の
よ
う
に
伐
お
そ
く

ま
で
煩
張
っ
て
お
り
ま
す
か

こ
の
程
次
の
よ
う
に
だ
竃
を

終
り
近
く
着
工
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
、

緊
急
査
定

九
月
六
6

農
｝
心
の
浚
し

新
田
苧
ベ
ア
ー
ル

下
据
T
い
ア
’
‐
‐
ル

太
本
八
ア
ー
ル

豊
用
水
路

七
板
r
上
一
仁
ぶ
I
ふ
）

　
　
　

．
五
二
m

新
田
フ
べ
し
m

下
松
（
刎
兼
川
水
）

　
　
　

三
づ
べ
m

下
拙
（
町
田
水
）

　
　
　

一
五
～
m

阿
雅
祖
（
吋
甦
岨
川
）

　
　
　

四
一
六
m

暗
梁
、
頭
汀
よ
（
取
八
端

不
犯
堂
、
下
打
凛
、
庄
吠

建
設
関
係

上
打
蔑
前
川
咬

　
　

喝
悩
一
唱
言
二

下
打
友
谷
間
吸

　
　

″
一
″

伏
石
～
り
暗

　
　

”
一
〃
一

◇
県
見
濁
｝
花
唾

　
　

”
〃

八
～
一
八
「
」
‥
一
．
’
一
‥
一
ぐ
已
唱

　
　

”
一
〃
一

ヤ
．
首
づ
J
づ
I
イ
ま

　

漫
言
こ

こ
に
バ
ヅ
ド

　
　

”
七
二
m

第
プ
ー
政
と
（
こ
政
一
閏
係
）

　

上
瀬
ご
水
路
博
士

　
　
　

六
九
m

レ
号
‥
紆
〃
一
三
ま
仁
m

不
勁
ず
つ
、
門
川
水
）

　
　
　

卸
汀
二

蓑
酒
（
小
～
し
‥
川
水
）
〃

硲
品
と

ト
‐
片
一
ふ
イ
潟
川
水
）

　
　
　

引
大
目
工

”
（
ま
夕
非
川
心
ご
〃

林
務
関
係

　

十
月
欽
め
に
穴
竃
の
予
定

で
す
が
。
取
敢
え
ず
大
の
五

ｙ
べ
‥
谷
山
（
路
似
‥
八
m
）
み

の
又
（
吸
脚
一
）
糾
こ
平
（

隠
台
）
モ
ソ
カ
（
路
ぽ
や
。
・
備

三
し
I
m
）
阿
朽
咀
（
路
々

り
慄
三
六
五
m
）
が
近
く
着

二
の
予
］
た
で
す
。

　

＞
I
の
け
・
か
超
緊
倉
工
事
と

し
て
、
剌
、
西
五
簡
咬
々
ど

E
言
甲
十
ご
れ
て
お
り
、
西
五

y
証
こ
ド
プ
ニ
ブ
ニ
ご
れ
る
こ

と
こ
た
っ
て
y
で
す
。
ま
五

や
λ
ご
じ
ご
書
に
二
づ
～
一
て
λ
ン
♪

ド
フ
、
し
、
｛
こ
（
～
ふ
員
≒
・

七
っ
こ
≒
二
八
｛
八
口
J
∴
皿
白

こ
・
し
る
牡
め
、
呼
／
引
4
～
ご
‥

て
‘
べ
し
、
べ
し
ド
し
て
ご

署察
警
野大番0

1
1
は
話電
常
非

こ
れ
ま
で
非
盾
の
場

海
（
い
電
謡
・
≫
＜
’
た
ん

に
「
7
こ
と

か
「
強
震
」
と

三
え
．
ぱ
｀
″
柳
へ

電
話
が
か
か
り

ま
し
た
が
、
十

一
月
口
か
ら

「
。
二
〇
番
」

と
町
ん
で
い

た
だ
く
こ
と

に
な
ヽ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は

令
川
ど
こ
へ

什
っ
て
も
同

じ
’
一
と
て
、
非

常
の
場
臼
は
必

ず
I
フ
し
番
か

お
忘
れ
た
い
よ

な
お
い
、
野
警
察

の
汐
通
電
話
は
三
番

と
七
万
七
番
で
す
。

11月1日から

風
見
鶏

▼
大
野
詐
術
岫
も
・
一
の
頃
で

は
岫
0
き
れ
ト
に
な
つ
て
き

た
の
は
結
構
な
こ
と
だ
と
思

う
。
特
に
向
店
街
は
近
代
感

覚
か
最
り
入
れ
る
に
積
啄
的

で
、
そ
の
努
力
は
大
い
に
買

い
た
い
。
即
ち
お
客
へ
の
サ

ー
ビ
7
か
ら
生
れ
て
く
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
▼
宍
の
巴
い
出
と
し
て

残
る
も
の
に
は
ト
ろ
し
ろ
あ

る
が
、
人
の
斤
葉
や
、
親
切

な
行
為
に
あ
ふ
れ
た
そ
の
地

引
町
の
U
ト
と
い
う
も
の
は

宍
に
気
持
の
よ
ト
も
の
で
あ

る
。
▼
た
と
え
金
高
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
お
客
を
迎
え

て
く
れ
た
店
の
人
の
町
寧
さ

や
柔
か
い
物
腰
に
は
、
つ
く

づ
X
’
1
1
の
店
へ
き
て
ょ
か
っ

た
と
川
ヤ
ノ
。
▼
そ
れ
と
は
ま

た
ま
迎
の
場
合
も
あ
る
。
そ
の

特
ほ
ど
い
や
な
破
叶
。
が
ト
つ

ま
で
も
消
え
な
ト
も
の
は
な

ト
。
▼
従
来
わ
が
郷
土
ま
ぺ
野

に
素
け
て
誠
実
と
い
う
美
風

が
あ
る
。
し
か
し
中
に
は
、

そ
の
美
。
＊
c
に
か
く
れ
て
お
劣

へ
の
心
吋
が
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
粗
略
に
は
な
り
は
し
な
い

か
。
▼
例
え
ば
ン
ヨ
ー
ウ
ィ

ヤ
ト
に
飾
ら
れ
た
服
を
地
て

『
二
れ
案
外
’
・
v
＜
い
の
人
』
」
と

ご
う
と
「
う
ち
の
は
絶
対
い

ト
昌
打
で
す
か
ら
」
と
語
尾

か
強
め
て
。
ゾ
わ
れ
た
の
で
は

も
つ
お
し
ま
ま
い
で
あ
る
。
「

知
何
で
す
か
、
何
で
し
た
ら

七
兄
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
か

」
と
出
る
ぺ
き
て
あ
ろ
・
‘
ノ
。

％
の
I
持
と
か
好
み
な
。
と
を

知
る
’
一
と
は
、
な
か
な
か
む

ず
か
し
い
に
ぱ
違
い
な
ト
が

I
は
そ
れ
が
一
番
犬
切
な
の

で
あ
る
。
▼
商
店
診
断
で
拝

光
や
照
明
等
に
犬
ト
に
研
究

さ
れ
る
・
一
と
も
必
要
だ
し
、

ま
た
防
同
心
’
一
と
だ
が
。
咆

に
一
眼
仙
淮
ら
余
池
は
も
’
‘
ノ

々
ト
・
い
。
≒
に
ん
附
晏
回
付

゛
こ
ま
と
て
、
弧
’
な
ら
、
ン
ご
’
一
、
・
一

　
　
　
　

ま
I
I
I

・
”
し
’
ｔ
一
｝
一
。
い
。
否
診
断
も
や
ら
臨

竹
ら
。
と
川
回
イ
し
て
七
許
し

て
酉
え
る
ま
た
ろ
・
‘
ブ
J
。
乞
右
・

咋
。



※
非
常
電
話
は
一
一
〇
番

私
の
選
ん
だ
議
員
は
？

市
議
会
の
会
派
決
る

　

こ
ん
ど
市
議
会
の
議
員
は

各
々
主
義
主
張
を
同
じ
く
す

る
人
達
を
も
っ
て
次
の
よ
う

に
会
派
を
作
り
今
後
の
議
会

の
運
営
に
あ
た
り
、
市
発
展

の
た
め
専
心
努
力
す
る
よ
う

申
合
せ
ま
し
た
。
○
印
会
長

　

新
生
会
（
十
四
名
）

＠
安
間
政
雄
出
村
広
吉

梱
部
小
右
衛
門
常
見
茂

兼
井
彦
左
衛
門
林
雌
也

松
田
庄
一
面
屋
重
雄

中
山
利
夫
杉
川
三
助

大
下
吉
夫
土
屋
栄

山
本
武
高
場
久
吉

　

同
志
会
（
八
名
）

○
野
尻
源
松
田
京
松

石
田
政
治
帰
山
静

四
方
憲
二
安
川
高
三

近
藤
又
右
衛
門

加
藤
哲
治
郎

　

交
友
ク
ラ
ブ
（
八
名
）

○
高
田
新
左
衛
門

高
田
市
左
衛
門
中
川
m

安
土
義
雄
稲
津
忠
右
衛
門

尾
崎
真
一
砂
子
貞
吉

多
田
忠
直

明
る
い
市
政
の
央
現
に

職
員
の
研
修
会

　

市
で
は
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
九
月
十
一
日

よ
り
大
野
公
民
館
で
研
修
会

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
最
終
口

の
九
月
二
十
三
日
に
は
意
見

発
表
と
討
論
を
行
い
ま
し
た

が
研
修
効
果
は
大
き
く
、
今

後
も
こ
の
種
の
研
修
を
行
い

市
政
に
買
献
し
た
い
と
い
ろ

い
ろ
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
氏
名
を
…
…
…

や
さ
し
く
で
き
る

　

戸
籍
上
に
記
載
さ
れ
た

　
　

簡
易
字
体
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
こ
れ
ま
で
旧
字
体
の
〔

傅
、
壹
〕
と
記
載
さ
れ
て
い

た
の
を
「
伝
、
壱
」
に
「
國

喪
」
を
「
国
、
斉
」
と
い
う

よ
う
に
簡
易
字
体
に
変
え
ら

れ
る
わ
け
で
す
。
字
体
の
変

更
を
希
望
の
方
は
、
姓
の
変

更
は
夫
婦
で
、
名
ま
え
の
時

は
本
人
が
市
の
戸
籍
保
ま
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

秋
季
大
掃
除

　

十
月
二
十
日
か
ら
大
野
地

区
の
秋
季
大
掃
除
を
行
い
ま

す
．
屋
内
も
大
切
で
す
が
、

特
に
屋
外
の
清
掃
に
御
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

重油バーナーなど
最新を誇る南校の給食設備

　

市
内
の

小
甲
学
校

で
給
食
を

実
施
し
て

い
な
い
の

は
、
有
中

陶
校
、
西

校
の
三
校

だ
け
で
し

た
が
、
南

校
で
も
こ

ん
ど
父
兄

や
関
係
者

の
熱
意
と

努
力
で
最

新
式
の
各
種
機
具
（
合
成
調

理
器
、
球
根
皮
む
き
器
、
ミ

ル
ク
ミ
キ
サ
ー
、
食
品
洗
浄

機
、
消
毒
保
○
器
等
）
を
備

え
た
給
食
室
が
完
成
（
総
エ

費
四
二
〇
万

）
十
月
か
ら

給
食
を
始
め

る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
設
備

は
県
下
で
も

最
も
新
し
い

も
の
で
、
重

油
を
た
い
て

　

（
重
油
バ
ー

ナ
ー
）
処
理

さ
れ
る
ほ
か

・
一
石
六
斗
入

り
’
゛
ル
ク
釜
、

八
斗
入
り
平

釜
四
台
な
ど

が
す
え
付
け
ら
れ
、
名
実
共

に
完
備
し
た
給
食
設
備
と
云

え
ま
し
よ
う
．

（
写
真
は
新
し
い
給
食
設
備

の
一
部
）

赤
い
羽
根
を
ど
う
ぞ

十
月
一
日
か
ら
共
同
募
金

　

世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
で
あ
る

よ
う
に
と
”
。
0
4
－
M
）
と
は
誰
し

も
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
国

民
の
共
同
連
帯
の
っ
と
め
て

も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
又
、
こ
の
願
い
を

こ
め
て
共
同
募
金
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
各
戸
別
に
、
街

頭
に
、
職
場
、
学
校
へ
と
全

ぶ
津
々
浦
々
に
い
た
る
ま
で

A
I
の
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
す
。
子
つ
し
て
昨
年
、

県
下
で
集
め
ら
れ
た
お
金
は

一
〇
、
四
九
二
、
四
万
八
円

で
、
こ
の
う
ち
当
市
の
社
会

福
祉
施
設
の
た
め
に
次
の
よ

う
に
募
金
額
を
上
廻
っ
て
配

分
さ
れ
ま
し
た
。

イ
法
外
援
護
事
業

　
　

五
一
、
三
〇
〇
円

口
大
野
和
光
園

　
　

五
六
二
、
〇
〇
〇
円

八
日
の
出
善
隣
館

　
　

二
四
四
、
〇
〇
〇
円

ホ
〇
地
域
の
福
祉
事
業

二
二
七
、
六
九
〇
円

計
ぺ
○
八
四
、
九
九
〇
円

　

な
お
昨
年
大
野
市
で
集
め

ら
れ
た
お
金
は
六
六
九
、
六

九
〇
円
で
し
た
が
、
今
年
の

目
標
額
は
六
四
九
、
八
〇
〇

円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
温
い
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市営住宅

入
居
の
申
込
を
受
付

こ
ん
ど
下
回
七
籍
（
い

山
‥
の
ヅ
所
裏
附
近
）
に

新
し
く
建
て
ら
れ
る
市

営
住
宅
研
し
り
の
入
腎
申
込

の
受
付
を
は
じ
め
ま
す
。

　

住
宅
は

第
一
種
公
。
宮
住
宅
一
二
戸

玄
関
、
六
畳

二
間
、
押
入

物
置
、
台
所

便
所
付

家
賃
月
一
、
七
こ
こ
円

第
二
種
八
戸

　

玄
関
、
六
畳
、
四
畳
自
各

　

一
間
、
押
入
、
物
置
、
台

　

所
、
便
所
付

　

家
賃
月
一
、
二
〇
〇
円

入
居
資
格
者
の
条
件

1
竹
内
居
住
者
で
、
現
に
住

　

宅
に
閑
範
し
て
ト
る
事
が

　

明
ら
か
で
あ
り
、
扶
養
親

　

族
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

2
毎
月
一
定
の
基
準
収
入
（

　

第
一
種
一
万
六
千
円
～
三

　

万
二
千
円
、
第
二
種
一
万

六
千
円
以
下

）
の
あ
る
も

の
。

ろ
市
内
に
居
住
す
る
身
元
確

　

実
な
傑
証
人
二
人
を
有
す

　

る
こ
と
。

　

申
込
期
間
は
十
月
十
五
日

　

か
ら
十
月
三
十
日
ま
で
と

　

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
詳

　

し
い
’
』
と
は
市
の
民
生
課

　

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
の
検
診

市
内
の
優
良
児
は
誰
？

　

赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
の

県
予
選
を
兼
ね
る
乳
幼
児
の

検
診
が
九
月
二
十
四
日
か
ら

行
ま
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
該

当
者
は
I
、
一
六
一
名
で
、

出
席
者
は
八
八
八
名
、
七
六

・
四
％
の
受
診
率
で
し
た
。

こ
の
日
保
健
婦
さ
ん
達
は
記

録
表
を
見
な
が
ら
今
後
の
育

児
上
の
注
意
事
項
や
ら
、
真

け
ん
に
訴
え
る
お
母
さ
ん
達

の
な
や
み
に
対
し
、
良
い
相

談
役
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
で
二
十
名
の
優

良
児
が
選
ば
れ
、
近
く
行
ま
わ

れ
る
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
●

　
　

（
写
真
は
検
診
風
景
）

大
野
高
校
で

珠
算
の
検
定
試
験

申
込
は
商
工
会
議
所
へ

　

全
国
商
工
会
議
所
主
催
の

珠
算
能
力
検
定
試
験
が
、
十

月
二
十
七
日
全
国
一
斉
に
行

ま
わ
れ
ま
す
・

　

受
験
の
手
続
は
次
の
よ
う

に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

希
望
の
方
は
十
月
六
日
ま
で

に
申
込
ん
で
下
さ
い
●

一
、
日
時
十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　

午
前
九
時

　
　
、
場
所
大
野
高
等
学
校

一
、
受
験
資
格
制
1
な
し

一
、
申
込
先
内
商
工
会
議

　

所
又
は
各
学
校
の
珠
算
担

　

当
の
先
生

一
、
締
切
十
月
六
日

一
、
受
験
料

　

一
級
一
一
〇
円

　
　

二
級
一
〇
〇
円

　

三
級
九
〇
円

　

四
、
五
六
級
五
〇
円

　

七
、
八
級
四
〇
円

窓
口
の
事
務
を
改
善

商
工
市
民
課
に
市
民
係

　

国
民
健
康
保
険
や
国
民
年

金
制
度
な
ど
住
民
福
祉
の
た

め
の
仕
事
が
増
え
て
窓
口
事

務
が
非
常
に
多
く
な
り
、
全

国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
こ
れ

等
の
窓
口
事
務
を
改
善
し
住

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

っ
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
も
庁
舎
の
建
設
と
併

行
し
て
市
の
特
性
に
合
う
総

合
的
な
改
善
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
在
は
庁
舎
の

位
置
が
ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、

部
分
的
な
改
善
を
行
う
よ
り

し
か
た
が
な
い
現
状
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
ん
ど
商
工
市
民

課
に
市
民
係
を
つ
く
り
、
次

の
よ
う
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

便
宜
を
は
か
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

1
簡
単
な
御
用
件
は
市
民
係

　

で
御
連
絡
や
お
答
え
を
し

ま
す
。

2
出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転

　

出
な
ど
身
分
、
住
所
な
ど

　

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
「

　

住
民
異
動
届
」
を
市
民
係

　

に
提
出
し
て
い
た
だ
け
ば

住
民
登
録
、
配
給
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

資
格
な
ど
が
全
部
訂
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
今
ま

で
各
係
へ
出
し
た
届
が
I

回
で
す
み
ま
す
．

郷
土
い
ろ

　

は
か
る
た

天
然
記
念
物
あ
ら
れ
が
こ

　

九
頭
竜
川
の

名
物
あ
ら
れ
が

こ
は
、
十
五
、

六
糎
内
外
の
頭

の
大
き
い
グ
ロ

テ
ス
ク
な
魚
で

あ
る
。
あ
ら
れ

の
降
る
頃
、
産

卵
の
た
め
、
そ

の
白
い
腹
を
上
向
き
に
し
て

あ
ら
れ
に
打
た
せ
つ
つ
流
れ

下
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

て
り
焼
き
は
風
味
が
あ
る
。

反
収
五
石
四
斗
八
升
一
〇
y
工
当
り
八
二
二
″
ラ
J

上
丁
の
松
田
秀
雄
さ
ん

　

米
作
日
本
一
を
表
彰
す
る

競
作
大
会
は
、
大
野
地
区
か

ら
個
人
二
十
八
点
と
ニ
グ
少

I
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
丁
の
松
田
秀
雄
さ
ん
（

5
）
も
そ
の
一
人
で
、
春
早

く
残
雪
の
頃
よ
り
周
到
な
計

画
を
立
て
て
我
が
子
を
育
て

る
よ
う
に
細
心
の
注
意
と
技

術
を
か
け
て
管
理
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
程
県
予
選
の

坪
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
結

果
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
八
二

二
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
反
収
、
五

石
四
斗
八
升
）
と
計
算
さ
れ

昨
年
の
自
己
の
記
録
（
四
石

八
斗
、
昨
年
度
大
野
地
区
一

位
）
を
大
き
く
上
廻
り
関
係

者
を
驚
か
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
記
録
が
ど
う

し
て
作
ら
れ
た
か
、
松
田
さ

ん
の
肥
培
管
理
を
お
き
き
し

て
み
ま
し
よ
う
。

品
種
北
陸
六
十
号

苗
代
保
温
折
衷
苗
代

　
　
　

四
月
十
四
日
播
種

田
植
五
月
十
八
日
感
付

　

片
正
条
並
木
植

　

坪
当
八
十
二
株

元
肥
堆
肥
約
一
、
〇
〇

　
　
　

〇
K

　
　
　

珪
酸
石
灰
一
五
K

　
　
　

稲
二
号
三
〇
K

　
　
　

過
石
八
Ｋ

　
　
　

尿
素
一
五
K

追
肥
稲
四
号
八
K

　
　
　
　

（
六
月
三
日
）

　
　
　

塩
安
一
五
K

　
　
　

（
六
月
二
十
五
日
）

病
虫
害
防
除

五
月
二
十
八
日

　

B
H
C
ろ
％
四
K

六
弓
十
六
日

　

E
P
N
四
K

七
月
十
二
日

　

セ
レ
サ
ン
モ
ン
ゼ
ツ
、

　

混
合
五
K

七
月
十
九
日

　

モ
ン
ゼ
ッ
ト
四
K

七
月
二
十
八
日

　

セ
レ
サ
ン
四
K

溜i循i譲’，………゛ifi9；｜゛蔽

畜
産
に
力
こ
ぷ

　

大
野
は
山
野
草
に
恵
ま
れ

て
い
る
の
で
こ
の
立
地
条
件

を
利
用
す
る
こ
と
と
、
稲
の

早
植
栽
培
を
奨

励
し
て
水
田
の

裏
作
に
飼
料
作

物
を
作
り
家
畜

を
殖
す
研
究
を

し
て
い
ま
す
。

　

牛
乳
に
し
て

も
肉
に
し
て
も

全
国
的
に
消
費

量
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
か
ら

生
産
コ
ス
ト
の

低
い
も
の
を
生

産
す
れ
は
、
販

路
の
心
配
も
な

い
と
思
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
畜
産
を
始
め
る

場
合
は
、
自
給
飼
料
の
見
通

し
を
つ
け
て
購
入
飼
料
を
な

る
べ
く
節
減
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
今
の

処
こ
の
農
場
で
は
次
の
よ
う

な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ン
ト
コ
ン
。
麦
類
で
は

大
麦
、
エ
ン
麦
、
ラ
イ
麦
、

ハ
ト
麦
、
青
刈
大
豆
、
イ
タ

リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ー
フ
ス
、
ヘ
ア

リ
ペ
ツ
チ
、
家
畜
カ
グ
、
レ

ツ
ド
ク
ロ
バ
ー
ー
一
フ
ジ
ノ
ク

ロ
パ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
バ

ー
、
オ
ー
チ
ヤ
ー
ド
グ
ラ
ヌ

ト
ゲ
ナ
シ
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
、

レ
ン
グ
な
ど
で
す
。

　

今
後
、
飼
料
作
物
の
研
究

に
精
進
し
て
大
野
に
適
し
た

も
の
を
発
見
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
工
授
精
で

優
良
家
畜
の
増
殖

　

九
月
一
日
付
で
福
井
県
知

事
か
ら
許
可
を
も
ら
い
。
本

格
的
に
人
工
授
精
を
行
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
三
十
日
に
和
牛
の
種

お
す
が
お
む
こ
入
り
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乳
牛

は
農
林
省
か
ら
の
貸
付
の
優

秀
な
お
す
が
い
ま
す
。

　

山
羊
も
現
在
一
頭
お
り
ま

す
。
近
く
県
庁
で
は
、
も
う

一
頭
優
秀
な
山
羊
、
農
林
省

の
貸
付
を
、
大
野
市
農
場
に

貸
付
け
て
く
れ
る
計
画
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
山
羊
の
体

重
は
約
七
五
キ
ロ
（
二
〇
貫

）
程
度
あ
る
も
の
と
い
ま
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

人
工
授
精
の
利
点
は
優
秀

な
種
お
す
の
種
を
幅
広
く
。

数
多
く
種
付
で
き
て
、
優
良

家
畜
の
繁
殖
を
早
め
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
そ
の
上
、
衛
生

的
な
種
付
が
で
き
て
伝
染
性

生
殖
器
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
に
め
す
家
畜

を
種
畜
の
所
へ
ひ
い
て
く
る

労
力
が
い
り
ま
せ
ん
。

〇
…
・
一
、
二
I
九
番
へ
電
話

を
お
か
け
下
さ
れ
ば
、
す
ぐ

人
工
授
精
師
が
か
け
っ
け
て

畜
舎
に
い
な
が
ら
授
胎
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
坪
を
平
方
m
に
直
す
に
は
一
割
加
え
て
三
倍
す
る

こ
ん
と

「
月
ロ
ケ
ッ
ト
到
着
以
後
」

月
が
赤
く
見
え
て
困
り
ま

す
I
ア
イ
ク
ー

岑
月
の
行
夢

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

予
防
注
射
実
施
日
程

〇
＝
・
・
該
当
者

　

昭
和
三
十
三
年
五
月
一
日

～
三
十
四
年
四
月
三
十
日
ま

で
に
出
生
さ
れ
た
方
で
す
。

〇
・
…
第
一
回
予
防
注
射

十
月
一
日
午
前
中
上
打
波

　

診
療
所

　

午
後
勝
原
診
療
所

二
日
午
後
一
時
～
三
時
小

　

山
出
張
所
（
新
庄
、
鍬
掛

　

を
除
く
小
山
全
区
）

五
日
一
時
～
三
時
（
以
下
全

　

部
同
時
刻
）
乾
側
小
学
校

　

（
全
地
区
）

六
日
下
庄
出
張
所
（
上
、

　

下
中
野
、
新
町
、
中
荒
井

　

曙
、
荒
井
町
、
中
保
、
中

　

狭
。
堂
本
、
友
江
）

七
日
庄
林
分
校
（
西
市
、

　

太
田
、
大
月
、
庄
林
、
新

　

在
家
、
横
枕
、
中
津
川
、

　

大
矢
戸
、
小
矢
戸
）

八
日
上
庄
出
張
所
（
五
条

　

方
分
校
分
を
除
く
全
区
）

九
日
五
条
方
分
校
場
（
佐

　

開
、
上
、
下
五
条
方
、
今

　

井
、
平
沢
）

十
二
日
阪
谷
出
張
所
（
松

　

丸
分
校
場
分
を
除
く
全
区

十
三
日
松
丸
分
校
場
（
萩

　

野
、
花
房
、
森
本
、
松
丸

　

石
谷
、
不
動
堂
）

十
四
日
富
田
出
張
所
（
中

　

休
公
民
館
分
を
除
く
全
区

十
五
日
中
休
公
民
館
（
木

　

落
、
蕨
生
、
下
唯
野
、
中

　

休
）

十
六
日
大
野
保
健
所
（
溺

　

校
校
下
、
菖
蒲
池
、
吉
、

　

東
中
）

十
九
日
大
野
保
健
所
（
西

　

校
校
下
、
鍬
掛
、
新
庄
）

〇
・
・
：
第
二
回
予
防
注
射

二
十
三
日
上
打
波
診
療
所

　

勝
原
診
療
所
（
時
刻
と
部

　

落
は
第
一
回
と
同
じ
）

二
十
六
日
小
山
出
張
所

二
十
七
日
乾
側
小
学
校

二
十
八
日
下
庄
出
張
所

二
十
九
日
庄
林
分
校

三
十
日
上
庄
出
張
所

十
一
月
二
日
五
条
方
分
校

四
日
阪
谷
出
張
所

五
日
松
丸
分
校

六
日
富
田
出
張
所

九
日
中
休
公
民
館

十
日
大
野
保
健
所

十
一
日
〃

　

該
当
者
で
通
知
も
れ
の
方

も
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
）
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敦
鸚
蓉
素
願

再
び
襲
う
台
風
1
5
号

判
明
し
た

被
害
は
四
億
あ
ま
り

五
箇
、
阪
谷
な
ど
孤
立

　

台
風
十
五
号
は
復
旧
途
上

の
市
内
に
再
び
大
き
な
傷
あ

と
を
残
し
た
。
九
頭
竜
川
の

橋
は
全
部
流
失
し
て
阪
谷
、

五
箇
地
区
へ
の
交
通
は
全
く

と
ざ
さ
れ
、
七
板
、
新
田
、

新
河
原
、
土
布
子
な
ど
で
は

大
半
の
田
畑
を
失
つ
て
ぼ
う

然
と
す
る
も
の
な
ど
、
そ
の

被
害
は
図
り
知
れ
な
い
ほ
ど

大
き
い
。

　

交
通
連
絡
が
正
常
に
な
る

に
し
た
が
い
、
こ
れ
等
の
被

害
の
全
貌
が
あ
き
ら
か
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
一
日

も
早
く
こ
の
復
旧
に
着
手
す

る
よ
う
早
速
詳
細
な
被
害
調

査
に
の
り
だ
し
、
応
急
の
処

置
を
急
い
で
お
り
ま
す

罹
災
の
皆
様
に

謹
ん
て
お
見
舞
申
上
ま
す

　

さ
き
の
水
害
の
復
旧
途
上

再
び
大
き
な
災
害
を
受
け
ら

れ
た
多
く
の
皆
様
へ
、
衷
心

よ
り
お
見
舞
の
言
葉
を
申
上

ま
す
。

　

市
内
各
所
の
惨
状
を
目
の

あ
た
り
に
見
せ
て
い
た
だ
き

あ
ま
り
の
こ
と
に
た
だ
ぼ
う

然
と
す
る
ば
か
り
、
皆
様
の

御
胸
中
も
如
何
ば
か
り
か
と

お
察
し
申
上
げ
、
唯
今
よ
り

全
力
を
傾
け
て
一
日
も
早
く

復
旧
い
た
さ
ね
ば
と
深
く
決

意
い
た
し
て
い
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
罹
災
さ
れ
た
皆
様
は

も
ち
ろ
ん
、
難
を
の
が
れ
ら

れ
た
皆
様
も
と
も
ど
も
こ
の

大
き
な
試
練
に
打
6
つ
て
、

雄
々
し
く
立
上
っ
て
下
さ
る

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
上
る

次
第
で
御
座
い
ま
す
。

災害の復旧も急がねばならないが、明日の食糧はもつ

と大切、孤立の和泉村、五箇の人達へ食糧を運ぶヘリコ

プターの食糧積込作業

土台を流われ、倒壊寸前の五箇公民館

大野～富田～阪谷の幹線道路の東五箇橋が完全に流失

阪谷は孤立の状態となった現場附近

流失した竜仙橋復旧費2，000万円を

要すると云う

宝慶寺銀杏峯線林道の決壊現場

　　　　　　

（五ヵ所）

市内水害箇所分布間
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復
旧
に
三
億
一
千
万
円

　

九
月
三
十
日
ま
で
に
判
明

し
た
市
内
の
被
害
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
が
こ
の
外
、

宝
慶
寺
地
籍
、
向
谷
橋
よ
り

奥
地
、
－
ミ
ノ
叉
線
橋
梁
よ
り

奥
地
及
び
亥
向
谷
、
小
池
線

な
ど
は
現
在
な
お
交
通
、
通

信
不
能
の
た
め
災
害
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
相
当
額
に
の

ぼ
る
見
込
で
す
。
（
主
な
被

害
箇
所
は
図
を
1
照
）

△
市
関
係

土
木
関
係

　
　
　

三
五
、
一
〇
〇
千
円

林
務
〃
九
、
〇
〇
〇
千
円

農
務
″
六
〇
、
四
七
六
千
円

そ
の
他
三
七
千
円

生
産
物
及
施
設

ｕ
剪
初
讐

　

床
上
浸
水
六
八

　

床
下
″
七
一
七

　

被
害
額
五
、
〇
〇
〇
千
円

農
業
被
害

　

流
失
埋
没
田

　
　
　

四
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

″
畑
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

被
害
額

　
　

八
〇
、
二
二
四
千
円

林
産
物
被
害

　
　

一
〇
、
七
〇
〇
千
円

　

汁
二
つ
（
J
、
四
四
七
千
円

△
県
関
係

河
川

　

九
頭
竜
川
堤
防
決
壊

　
　

一
一
八
、
〇
〇
〇
千
円

　

真
名
川
″

　
　

一
二
、
二
〇
〇
千
円

木
爪
川
三
、
七
六
〇
千
円

赤
根
川
六
五
〇
千
円

旅
塚
川
二
五
〇
千
円

清
滝
川
二
、
〇
〇
〇
千
円

橋
梁
五
ヵ
所

　
　

四
五
、
九
〇
〇
千
円

道
路
関
係

　
　
　

二
〇
、
五
二
〇
千
円

計
二
〇
三
、
二
八
〇
千
円

　

九
頭
竜
川
や
真
名
川
流
域

で
木
材
そ
の
他
を
流
失
し
た

人
及
こ
れ
ら
の
流
失
物
を
拾

得
し
た
人
は
、
い
ず
れ
も
市

役
所
総
務
課
、
ま
た
は
各
出

張
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

濁流の中に辛うじて流失を免れた稲掛け（新田）

唯野七ヵ用水取入口の惨状

打波橋の流失により孤立状態となり、全く交通をたた

れた五箇へ食糧の輸送や人員の輸送に活躍する渡し舟

この船頭さんの話では、この橋が出来る以前はこの場

所にこうして渡しがあって連絡していたという。

下若生子、西が谷附近の水田流失現場この外下若生

子地区田畑19ヵ所が流失

流失した宝慶寺向谷橋

水田流失6ヘクターノレ（6町歩）石原と化した七板地区

の流失現場

昨日迄は黄金の穂波であっだのに、15ベクターzレ（15

町歩）の水田を一夜のうちに失って、余りの惨害にぼ

うぜんとする村人、新田地区の水田流失現場

水田流失4507－；レ（4町5反）新河原地籍
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